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Abstract
 
Box-culvert are popular structures in the use of across roads.Smal size boxes are used in
 
case of water channels and large one is used in case of road and railroad.In case of smal size
 
box,precasted concrete box-culvert are usualy used.However,in case of large size box-
culvert,precast-concrete box-culvert aren’t used because of carrying.Therefore,the new
 
method in which precast-blocks are connected each other,was developed.And,loading test of
 
large PRC box-culvert was carried out.The outline of the test and the results are described in
 
this paper.
:Box-culvert,Precasted concrete,PRC,new method,loading test
 


























































































































































































実験値（a） 設計値（b） 比率（a/b＊100） 位置
A断面 579  1,140  50.8% 頂版中央
B断面 558  820  68.0% 側壁中央
C断面 321  1,060  30.3% 底版中央
応力の単位はN/cm?
































































重 Px の増加時，Py 増加時，およびその後の
Px，Py 同時荷重増加時で異なった挙動を示し
た。最初の荷重 Px のみの増加時（約380 kN）ま
では，変位と荷重はほぼ線形な関係で増大し，

















5. ま と め
本実験によって，本工法によるボックスカル
バートの力学的性能，接合の妥当性が示された。
本工法は，大型ボックスカルバートのブロック
工法によって施工性を改善するもので，工期短
縮・工費縮減は大きな成果となっている。特に，
寒冷地での急速施工，交通遮断期間の短縮など
大きな効果が生まれている。今後，多くの施工
事例が生まれることを期待するとともに，さら
に全断面プレキャスト化についても研究を進め
たいと考えている。
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写真3.1 試験後の試験体全景と部材名称
写真3.実験後の損傷状況
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写真3.2.2 B（側壁）外面:左は端部に損傷，右は部材接合部に損傷，中央部には上下方向のクラック
多数
写真3.2.1 A（頂版）外面:左右側面に上下方向クラック発生，中央部には損傷なし
写真3.2 部材全景（試験後）
写真3.2.3 C（底盤）外面:右端部（Bとの隅角部）に大きな損傷が発生。中央，左端部にはクラックな
し。プレキャスト・現場打設接合部にもクラックなし。
写真3.2.4 D（側壁）外面:左部材接合部に若干のクラック，そのほかにはクラックなし
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写真3.2.5 A（頂版）内面:全面にクラック発生なし。
写真3.2.6 B（側壁）内面:中央部および右隅角部に上下方向クラック発生。
写真3.2.7 C（底盤）内面:左隅角部にクラック。中央部にわずかなクラック発生，右隅角部にはクラッ
クなし。プレキャスト・現場打設接合部にもクラックなし。
写真3.2.8 D（側壁）内面:左，中央，右接合部にそれぞれわずかなクラックが発生。
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写真3.3 損傷状況詳細
写真3.3.1 A
写真3.3.1.1 A（頂版）外面:左クラック発生
写真3.3.1.2 A（頂版）外面:Bとの隅角部にクラッ
ク発生
写真3.3.1.3 A（頂版）外面:右端部にクラック発
生。なお，Aの中央部にはクラック発
生なし。
写真3.3.1.4 A（頂版）
内面:左端部にクラックなし
写真3.3.1.5 A（頂版）
内面:中央部にクラックなし
写真3.3.1.6 A（頂版）
内面:右端部にクラックな
し。B面ハンチ部にクラック
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写真3.3.2 B
写真3.3.2.1 B（側壁）外面:左端部大きな損傷とク
ラック発生
写真3.3.2.3 B（側壁）外面:部材接合部に大きな損
傷とクラック発生
写真3.3.2.5 B（側壁）外面:部材接合部上から撮
影:外側（写真左）に約10 mmの開き
発生:A側が約10 mm外へ変形:下
参考
写真3.3.2.2 B（側壁）外面:中央部に上下方向ク
ラック発生
写真3.3.2.4 B（側壁）外面:部材接合部に大きな損
傷とクラック発生
写真3.3.2.6 B（側壁）外面:部材接合部側面から撮
影:外側（写真手前）に約10 mmの開
き発生:A側（写真右）が約10 mm外
へ変形:下参考
―262―
八戸工業大学紀要 第24巻
写真3.3.2.7 B（側壁）
中央部:クラック発生状況
外面
写真3.3.2.8 B（側壁）
中央部:クラック発生状況
天端（上部から撮影）
写真3.3.2.9 B（側壁）
中央部:クラック発生状況
内面
写真3.3.2.10 B（側壁）
左:ハンチ部にクラック発生
写真3.3.2.11 B（側壁）
中央:クラック発生
写真2.3.2.9と同じ
写真3.3.2.12 B（側壁）
左端部（Cとの隅角部）
上下方向にクラック発生
